
（学年）第３学年，（教科・科目）国語・現代文Ｂ 一斉学習

（単元）『山月記』

（本時のねらい）

就職や進学など４月から始まる新生活を控え，多くの不安や期待などを抱える高校３年

生という時期の生徒が，『山月記』に描かれる李徴が抱える葛藤や弱さに触れることで，

ものの見方を深め，より良い生き方を自分なりに考察する機会としたいと考え，本単元を

設定した。

（ＩＣＴ活用方法）

本授業では『山月記』の続きを想像し，登場人物一人一人に焦点を当てた物語を作成さ

せた。その中でも独創性が優れていたり，李徴の抱える葛藤をより鮮やかに表現したりす

る作品を例として用い，生徒に提示した。パワーポイントを利用し，生徒が作成したもの

を提示し，その続きやストーリーのオチについて想像させたうえで生徒間で話し合わせた。

また，授業の最後には李徴は自分の弱さをさらけ出せる友人や場所がなかったから虎にな

ってしまった，という意見が多く出た。そこで，より良い生き方についての考察を深める

ために，「国語表現」の授業で作成した『自分の居場所』という資料をパワーポイントに

数枚のせ提示した。

（本時の展開）

時間 学習活動 指導事項 ICT 活用方法 備考

導入 ・『山月記』のあら ・登場人物一人一 ・「『山月記』あらす

５分 すじを振り返る。 人の人柄を確認 じ」という動画を見

させる。 せる。

・創作した『続山月 ・どのような点が ・パワーポイントを活

記』を電子黒板で 評価できるか教 用し，優れた生徒作

見る。 師の意見を伝え 品を紹介する。

ながら紹介す

る。

・テーマ別に紹介し ・どのような表現 ・作品を途中まで提示

展開 た各作品のオチを をすれば作品の し，オチの部分は生

４０分 考える。 世界がより鮮や 徒の話し合いの後に

○李徴のその後 かになるか，オ アニメーションなど

○李徴の家族 リジナル以上の で見せる。

○李徴の最期 オチを考えるよ

う指導する。

・李徴が虎になって

しまった原因につ

いて再考察する。



・国語表現の授業で ・人間誰もが持つ ・パワーポイントで数

作成した『自分の 弱さや葛藤につ 名の生徒作品を紹介

居場所』という作 いて説明する。 する。

品を見る。

まとめ ・『臆病な自尊心と ・登場人物と自分

５分 尊大な羞恥心』の たちとを比較

本質について学習 し，共通する生

する。 き方や考え方に

気づかせる。

（授業の様子）

【授業風景】 【パワーポイント資料①『続山月記』】

【パワーポイント資料②～国語表現にて作成した『自分の居場所』】

（生徒の反応と課題，改善を要する点）

自分たちが創作した作品が紹介されることで，意欲・関心を高めたうえで授業に取り組

むことができていた。李徴が抱える葛藤について，自分たちが現在抱いている不安や期待，

弱さを重ね合わせることもできていた。 ICT を活用する中で，ストーリーの続きを想像す
るという活動においてはパワーポイントなど有効活用できたが，教師が一方向的に伝える

形になってしまった。生徒が電子黒板を活用しながら自分たちの考えを深めることができ

るような活用方法が今後の課題であり，模索していきたい。


